
両
者
の
間
で
折
衝
し
て
最
後
案
を
決
定
す
る
、
な
お
初
代
総
長
に
は
現
音
楽

陣
、
そ
れ
を
送
り
出
す
残
っ
た
連
中
が
東
京
駅
の
丸
の
内
広
場
で
ヨ
カ
チ
ン

昭
和
十
九
年
敗
戦
色
濃
く
、
上
野
の
東
京
美
術
学
校
は
上
級
生
が
学
徒
出

ん
で
い
る

こ
の
学
校
側
か
ら
の
案
に
到
し
て
文
郡
省
で
は
一音
楽
部
を
作
曲
、
声
架
、
器

楽
、
指
揮
、
架
理
の
各
科
に
ま
と
め
る
案
を
提
示
、
近
く
学
校
側
、
文
部
省

推
測
す
る
手
掛
か
り
と
し
て
基
俊
太
郎
氏
の
文
を
引
用
す
る
。

『
上
野
直
昭
日
記
』
を
見
る
と
、
二
十
二
年
五
月
か
ら
大
学
設
置
に
関
す
る
記

述
が
現
わ
れ
始
め
る
。
本
校
側
は
上
野
直
昭
、
村
田
良
策
、
西
本
順
が
、

ま

た
、
東
京
音
楽
学
校
側
は
小
宮
豊
隆
、
城
多
又
兵
衛
が
計
画
を
練
り
、
同
年
十

月
に
は
両
校
を
母
体
と
す
る
芸
術
大
学
を
設
立
し
、
芸
術
高
等
学
校
を
付
設
す

る
案
が
ま
と
ま
っ
た
様
子
で
あ
る
。
同
年
十
二
月
に
は
各
教
室
主
任
に
対
し
て

校
長
か
ら
計
画
の
説
明
が
な
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
翌
二
十
三
年
四
月
に
は
次
の

記
事
に
明
ら
か
な
よ
う
に
一
般
社
会
に
対
し
て
も
計
画
が
公
表
さ
れ
た
。

生
れ
る
臨
術
大
学

昔
架
、
美
校
を
統
合

東
京
＿音
楽
學
校
と
東
京
美
術
學
校
を
合
せ
て
新
し
い
藝
術
大
学
を
作
る
案
は

〔
マ
マ

〕

両
校
の
間
で
話
合
が
推
め
ら
れ
て
い
た
、
こ
の
ほ
ど
一
應
の
結
論
が
に
逹
し

た
の
で
そ
れ
ぞ
れ
両
校
か
ら
具
体
案
が
文
部
省
に
提
出
さ
れ
た

そ
れ
に
よ
る
と
新
大
学
の
機
構
は
音
楽
、
美
術
両
校
を
藝
術
大
学
の
音
架

部
、
美
術
部
と
す
る
も
の
で
＿音
楽
郡
は
八
第
一
類
＞
作
曲
、
和
声
、
対
位

法
の
各
科
八
第
二
類
＞
声
架
、
オ
ペ
ラ
、
合
唱
の
各
科
八
第
三
類
＞
。
ヒ
ア

ノ
、
オ
ル
ガ
ン
、
ハ
ー
プ
、
絃
楽
打
楽
器
の
各
科
八
第
四
類
＞
指
揮
科

八
第
五
類
＞
西
洋
音
楽
史
、
東
洋
―音
楽
史
、
＿音
楽
理
論
、
昔
架
学
の
各
科

八
第
六
類
＞
能
楽
、
拳
曲
、
長
唄
の
各
科
（
未
定
）

美
術
部
は
絵
画
、
彫
刻
、
エ
藝
、
建
築
、
学
藝
の
各
科
か
ら
な
り
一音
楽
部

で
は
学
部
の
外
に
三
年
制
の
東
京
音
楽
高
等
学
校
を
附
設
す
る
こ
と
を
望

先
ず
、
石
井
鶴
三
教
授
お
よ
び
笹
村
草
家
人
助
教
授
は
、
既
述
の
よ
う
に
昭

学
校
校
長
小
宮
豊
隆
氏
が
擬
せ
ら
れ
て
い
る
。

（昭
和
二
十
三
年
四
月
二
十
二

日

『毎
日
新
聞
』）

⑳

石
井
教
室
事
件

敗
戦
後
間
も
な
い
混
乱
の
時
期
に
、
彫
刻
科
塑
造
部
に
起
こ

っ
た
い
わ
ゆ
る

石
井
教
室
事
件
は
、
新
聞
に
取
り
上
げ
ら
れ
た
り
し
た
た

め
、
世
の
注
目
を
集

め
た
。
こ
の
事
件
は
『
日
本
美
術
年
鑑
』
（
昭
和
二
十
二
年
＼
二
十
六
年
版
。
美
術

研
究
所
）
に
も
、

〔昭
和
二
十
二
年
五
月
〕
一

0
日
東
京
美
術
学
校
彫
刻
科
学
生
に
よ
っ
て
彫

刻
科
石
井
鶴
三
教
授
反
対
の
声
明
書
が
学
校
当
局
、
文
部
省
な
ど
に
提
出
さ

れ
問
題
と
な
っ
た
が

、

平
櫛
•

石
井
二
教
室
制
が
採
用
さ
れ

、

六
月
山
本
豊

市

・
菊
池

一
雄
が
迎
え
ら
れ
て
解
決
し
た
。

と
明
記
さ
れ
て
い
る
。
本
校
の
歴
史
上
、
か
つ
て
生
徒
が
こ
の
よ
う
に
強
硬
な

教
授
排
斥
運
動
を
引
き
起
こ
し
た
例
は
な
か

っ
た
か
ら
、
こ
れ
は
極
め
て
特
異

な
事
件
で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。
敗
戦
後
の
時
代
的
特
色
が
色
濃
く
反
映
し
た

事
件
で
あ
っ
た
と
い
う
点
で
も
注
目
さ
れ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
種
々
の
記
録

が
現
存
し
、
ま
た
関
係
者
の
証
言
も
得
ら
れ
た
の
で
、
こ
こ
に
そ
の
経
緯
を
記

す
。

和
十
九
年
改
革
に
よ
っ
て
本
校
に
赴
任
し
た
が
、

そ
の
頃
の
彫
刻
科
の
様
子
を
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と
知
り
合
う
こ
と
に
な
っ
た
。
鎌
倉
先
生
は
昭
和
十
九
年
の
美
校
の
教
授
総

そ
の
頃
、
旧
美
校
時
代
に
東
洋
美
術
史
を
講
義
し
て
い
た
鎌
倉
芳
太
郎
先
生

を
踊
っ
て
憲
兵
隊
に
追
い
回
わ
さ
れ
、
今
後
美
校
生
は
東
京
駅
前
に
集
ま
っ

て
は
な
ら
ぬ
と
い
う
通
逹
が
出
た
。
そ
こ
で
上
野
駅
前
で
通
行
人
が
け
げ
ん

な
顔
で
眺
め
る
中
で
ヨ
カ
チ
ン
を
踊
っ
た
り
し
た
。
そ
う
し
た
デ
カ
ダ
ソ
美

校
生
も
勤
労
動
員
に
か
り
出
さ
れ
、
学
内
は
空
っ
ぼ
の
日
が
続
い
た
。

六
月
の
あ
る
日
、
そ
の
日
は
珍
し
く
私
た
ち
（
本
科
塑
造

一
年
）
は
教
室

で
モ
デ
ル
を
前
に
粘
土
を
い
じ
っ
て
い
た
。
そ
こ
へ
い
き
な
り
ド
ア
が
開
い

て
見
知
ら
ぬ
二
人
連
れ
が
入
っ
て
来
た
。
若
い
方
は
作
務
衣
姿
に
笠
を
し
ょ

っ
て

い
た
。
そ
っ
ち
の
方
が
教
室
の
高
窓
を
見
上
げ
「
先
生
、
明
り
は
高
窓

が
良
い
で
し
ょ
う
か
」
と

一
方
に
尋
ね
た
。

何
ん
だ
こ
の
二
人
は
と
、
私
た

ち
は
あ
っ
け
に
と
ら
れ
た
。
先
生
の
方
が
石
井
鶴
三
で
若
い
方
が
笹
村
草
家

人
で
あ
っ
た
の
だ
が
、
そ
の
時
私
た
ち
は
美
校
の
教
授
陣
の
総
入
れ
替
え
を

知
ら
さ
れ
た
。
新
任
助
教
授
の
草
家
人
が
私
た
ち
を
前
に
「
君
た
ち
は
勤
労

奉
仕
と
彫
刻
と

一
体
ど

っ
ち
が
大
事
な
ん
だ
、
国
家
存
亡
の
時
こ
そ
彫
刻
を

や
る
べ
き
で
は
な
い
か
」
と

一
喝
し
た
。

新
し
く
設
け
た
教
官
室
に
塑
造
の
残
存
学
生
を
召
集
し
て
助
教
授
の
訓
話

が
始
ま
り
、
教
授
は
傍
ら
で
黙
っ
て
い
る
。
私
は
あ
ま
り
面
白
く
な
い

の
で

学
校
を
な
ま
け
て
い
る
う
ち
に
十
月
に
入
隊
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ

た
。
旅
順
で
海
軍
予
備
学
生
の
教
育
を
受
け
た
翌
年
、
館
山
の
砲
術
学
校
を

出
て
、
佐
世
保
の
山
中
で
終
戦
を
迎
え
た
。

東
京
へ
戻
っ
て
は
見
た
も
の
の
い
き
な
り
復
学
す
る
気
に
も
な
れ
な
い
。

入
れ
替
え
の
際
、
学
校
を
退
い
た
人
で
あ
る
。
先
生
の
話
し
で
は
退
陣
組
は

こ
ぞ
っ
て
日
本
画
の
教
授
結
城
素
明
の
机
に
辞
表
を
出
し
た
と
い
う
。
退
陣

『
石
井
節
一
―
―

側
か
ら
見
る
と
当
時
の
改
組
は
ク

ー
デ
ク

ー
で
あ
っ
た
。
そ
の
背
後
に
大

観
、
護
立
の
大
立
者
が
い
た
と
聞
く
。

改
組

〔
後
〕
は
油
科
は
梅
原
、
安
井
、
日
本
画
と
彫
刻
は
日
本
美
術
院
の

同
人
で
占
め
ら
れ
、
画
壇
で
い
え
ば
文
展
系
が
閉
め
出
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

美
校
を
制
す
る
者
は
画
壊
を
制
す
る
戦
前
の
構
図
で
あ
っ
た
。

上
野
の
山
は
復
員
学
生
が
戻
り
始
め
た
。
学
徒
出
陣
の
時
、
校
庭
で
澤
田

源

一
校
長
が
全
校
生
を
前
に
し
て
「
み
ん
な
死
な
ず
に
帰
っ
て
来
て
下
さ

い
」
と
訓
辞
を
し
た
の
だ
が
、
こ
の
文
部
省
か
ら
来
た
澤
田
校
長
は
す
で
に

退
き
、
校
長
は
上
野
直
昭
先
生
に
な
っ
て
い
た
。
彫
刻
科
は
木
彫
部
が
平
櫛

田
中
、
塑
造
部
が
石
井
鶴
三
が
教
授
で
あ
る
。
塑
造
部
の
私
た
ち
は
石
井
教

授
に
つ
く
こ
と
に
な
っ
た
の
だ
が
、
戦
地
か
ら
帰
っ
て
来
た
ら
、
様
子
が
ま

る
で
違
う
の
で
学
生
の
間
に
石
井
教
室
排
斥
運
動
が
始
ま
っ
た
。
私
も
そ
の

渦
中
に
入
っ
た
が
石
井
教
室
側
に
つ
い
た
。
〔
下
略
〕

（「私
見

・
石
井
鶴
一
―
―
先
生
l

芸
大
時
代
、
思
い
出
す
儘
ー
ー
」

作
品
集
』
平
成
四
年
、
禄
山
美
術
館
）

十
九
年
改
革
に
よ
る
突
然
の
指
禅
者
交
替
に
生
徒
た
ち
は
当
惑
し
た
が
、
彫

刻
科
で
は
特
に
そ
れ
が
甚
だ
し
か
っ
た
よ
う
だ
。
し
か
し
、
生
徒
の
多
く
は
出

征
し
、

二
十
年
春
に
は
諸
学
校
授
業
停
止
の
命
令
が
出
さ
れ
た
の
で
、
動
揺
の

起
こ
る
間
も
な
か
っ
た
。
か
く
て
二
十
年
八
月
十
五
日
の
終
戦
を
迎
え
、
徐
々

に
復
員
生
徒
が
登
校
し
は
じ
め
て
、
十
月
一
日
に
学
校
再
開
の
式
が
行
わ
れ
た

の
で
あ
る
が
、
こ
の
日
の
出
来
事
を
や
は
り
塑
造
部
の
生
徒
で
あ
っ
た
岩
田
健

氏
は
日
記
に
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。
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と
い
う
。
G
H
Q提
出
の
際
は
外
に
講
義
草
稿
、
笹
村
の
人
物
お
よ
び
平
素
の

あ
り
、
石
井
は
じ
め
石
井
教
室
に
出
入
り
す
る
学
生
の
披
見
に
任
せ
た
も
の
だ

2
0
.
1
0
.
l

こ
の
日
よ
り
美
術
学
校
再
開
。
中
野
蒋
、
小
川
智
、
村
井
真

一
、
岩
田
、
登
校
。
十
時
よ
り
講
堂
に
て
式
。
校
長
（
上
野
直
昭
）
先
生
訓

話
、
村
田
良
策
先
生
諸
注
意
。
塑
造
部
（
改
組
前
、
朝
倉
〔
文
夫
〕、
北
村

[西
望
〕
先
生
に
指
禅
さ
れ
て
い
た
者
）
は
全
員
、
石
井
教
室
に
集
ま
れ
と

の
指
示
で
、
同
上
四
名
及
阿
井
正
典
、
松
田
博
、
四
月
の
新
入
生
二
名
、
他

合
わ
せ
て
二
十
名
足
ら
ず
、
石
井
教
室
に
集
合
。
十

一
時
＼
三
時
。
た
っ
ぷ

り
四
時
間
の
間
、
石
井
鶴
三
先
生
は
火
鉢
を
前
に
畳
に
坐
り
、
後
ろ
に
小
川

先
輩
学
生
が
控
え
、
笹
村
草
家
人
助
教
授
は
桓
に
腰
掛
け
、
我
々
は
士
間
に

正
座
し
て
お
説
教
を
聞
い
た
。
（
〔中
略
〕
助
教
授
の
独
演
会
。
石
井
先
生
は

何
も
言
わ
ず
。
「
伝
心
録
」
回
覧
の
後
、
小
川
先
翡
学
生
が
一
席
ぶ
っ
た
。

ー

伝
心
録
末
尾
に
は
、
石
井
教
室
一
同
の
毛
筆
の
署
名
と
拇
印
が
あ
っ

た
。
）
終
了
後
、
何
か
暗
激
た
る
気
持
で
帰
路
に
つ
く
。

石
井
、
笹
村
両
教
師
は
戦
後
の
教
育
を
開
始
す
る
に
あ
た
り
、
精
神
修
練
道

場
の
よ
う
な
方
法
を
適
用
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
っ
た
。

回
覧
さ
れ
た
「
伝
心
録
」
は
笹
村
が
昭
和
二
十
年
の
立
春
か
ら
二
十
二
年
に

か
け
て
そ
の
所
感
を
書
き
綴
っ
た
も
の
で
、
第
一

冊
（
美
校
同
窓

会

用

箋

使

用
）
と
第
二
冊
（
美
校
用
箋
使
用
）
の
二
冊
が
現
存
す
る
。
所
々
に
、
そ
の
国

粋
主
義
的
内
容
が
問
題
と
な
っ
て
文
部
省
な
い
し

G
H
Q
に
提
出
を
求
め
ら
れ

た
際
に
書
き
加
え
た
注
意
書
き
が
あ
り
、
そ
れ
に
よ
る
と
、
「
教
室
に
於
け
る

彫
刻
の
制
作
、
批
評
、
講
義
以
外
に
、
学
生
と
教
育
者
の
個
性
的
人
格
の
交
流

言
動
に
関
す
る
石
井
の
意
見
書
、
石
井
教
室
に
対
す
る
誹
謗
事
件
の
声
明
書
、

同
教
室
生
徒
の
所
感
等
、
副
資
料
を
添
え
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ

ら
の
所
在
に
つ
い
て
は
未
詳
て
あ
る
。

さ
て
、
そ
の
内
容
だ
が
、
石
井
が
「
騨
馬
な
り
」
（
『
上
野
直
昭
日
記
』
参
照
）

と
評
し
た
笹
村
の
人
柄
を
考
え
れ
ば
、
粗
野
な
言
葉
、
粗
野
な
文
字
て
率
直
に

考
え
を
綴
っ
た
点
は
首
肯
で
き
る
と
し
て
も
、
石
井
教
室

・
研
究
室
を
松
下
村

塾
に
な
ぞ
ら
え
、
こ
こ
は
精
神
第
一
主
義
を
旨
と
す
る
道
場
で
あ
る
と
し
て
そ

の
主
義
、
規
則
を
説
き
、
先
生
（
石
井
教
授
）
を
信
じ
な
い
者
は
去
れ
、
と
唱

え
る
あ
た
り
は
多
分
に
威
圧
的
で
あ
っ
て
、
死
地
を
潜
っ
て
漸
く
復
員
し
て
き

た
生
徒
や
あ
る
い
は
今
こ
そ
自
由
を
謳
歌
せ
ん
と
し
て
い
た
生
徒
の
な
か
に
、

こ
れ
を
読
ん
で
強
く
反
発
す
る
者
が
あ
っ
た
と
し
て
も
不
思
議
で
は
な
い
。

「
披
見
に
任
せ
た
」
と
記
さ
れ
て
は
い
る
が
、
第

一
冊
の
冒
頭
に
「
学
生
心

得
可
條
々
多
し
熟
読
し
吟
味
す
べ
し
」
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
や
、
前
出
岩

田
氏
の
日
記
の
記
述
か
ら
み
て
も
笹
村
は
石
井
の
了
解
な
い
し
指
示
の
も
と
に

半
ば
強
制
的
に
読
ま
せ
た
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。

岩
田
氏
の
日
記
に
よ
れ
ば
、
笹
村
は
十
月
三
日
に
生
徒
に
対
し
て
石
井
教
室

村
田
良
策
生
徒
主
事
、
あ
る
い
は
校
長
に
訴
え
た
。
上
野
校
長
も
、

「
〔二
十
年
十

一
月
二
H
〕
学
生
三
人
来
る
（
塑
造
三
年
、
復
員
者
）
。
笹
村

と
記
し
て
い
る
よ
う
に
、
生
徒
の
意
見
を
聞
き
入
れ
、

日
記
に

石
井
に
問
題
解
決
を
指

に
よ
り
彫
刻
教
育
の
神
髄
に
触
れ
し
め
ん
と
す
る
」
た
め
に
執
筆
し
た
も
の
で

の
や
り
方
に
つ
き
て
訴
え
る
処
あ
り
。
理
由
あ
り
と
認
む
。
」

な
態
度
に
反
発
し
た
生
徒
た
ち
は
授
業
を
ボ
イ
コ
ッ
ト
し
、
入
谷
昇
助
教
授
や

に
残
る
か
去
る
か
を
七
日
ま
で
に
返
答
す
る
よ
う
命
じ
た
。
そ
う
し
た
強
圧
的
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っ
て
い
る
の
で
、
仕
方
な
く
帰
っ
て
行
っ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
。
生
徒
の
反
石

は
石
井
教
室
と
そ
れ
に
反
対
す
る
多
数
の
者
と
に
分
れ
て
居
り
ま
す
。
そ
し

示
し
た
。
し
か
し
、
事
態
は
好
転
せ
ず
、
年
を
越
し
て
二
十
一
年
一
月
、
反
対

派
の
主
だ
っ
た
生
徒
た
ち
は
岩
田
氏
宅
（
川
口
市
の
大
地
主
で
あ
っ
た
）
の
弓

道
場
を
ア
ト
リ
エ
と
し
、

モ
デ
ル
を
雇
っ
て
勉
強
を
開
始
。
た
だ
し
、
入
谷
昇

助
教
授
の
忠
告
を
受
け
て
、

三
月
か
ら
は
学
校
の

一
隅
に
移
っ
て
勉
強
を
続
け

た
。
五
月
十
日
に
は
学
生
大
会
が
開
か
れ
た
が
、
そ
の
際
は
反
対
派
と
贅
成
派

と
の
間
で
激
論
が
闘
わ
さ
れ
、
こ
れ
を
翌
日
の
『
東
京
新
聞
』
が
「
封
建
性
へ

の
火
の
手
、
美
校
生
、
石
井
教
授
の
退
陣
を
迫
る
」
と
い
う
見
出
し
で
報
じ
、

反
対
派
に
よ
る
石
井
排
斥
の
声
明
書
を
公
開
し
た
た
め
、
問
題
が
明
る
み
に
出

て
、
そ
の
結
果
、
卒
業
生
そ
の
他
外
部
か
ら
紛
争
に
介
入
す
る
動
き
も
現
れ
は

じ
め
た
。
反
対
派
は
石
井
の
作
家
と
し
て
の
価
値
ま
で
全
面
的
に
否
定
し
た
わ

け
で
は
な
く
、
そ
の
国
粋
主
義
的
思
想
と
指
母
法
が
、
私
塾
な
ら
い
ざ
知
ら
ず

戦
後
の
第
一
歩
を
踏
み
出
そ
う
と
し
て
い
る
彫
刻
家
の
最
高
教
育
機
関
に
お
い

て
適
用
さ
れ
る
こ
と
に
憤
り
を
感
じ
て
反
対
し
た
の
で
あ
っ
た
。
彼
ら
は
石
井

と
全
く
決
裂
し
、
六
月
十
日
に
は
工
芸
部
塑
造
指
尊
担
当
の
加
藤
顕
清
講
師
に

自
分
た
ち
の
指
禅
を
懇
請
。
校
長
も
そ
れ
を
認
め
て
（
『
上
野
直
昭
日
記
』
六

月
二
十
五
日
記
事
参
照
）
、
平
櫛
担
当
の
木
彫
部
教
室
内
に
加
藤
担
当
の
塑
造

部
を
設
け
る
と
い
う
異
例
の
措
置
を
と
っ
た
。

加
藤
顕
清
は
大
正
九
年
本
校
彫
刻
科
を
、
次
い
で
昭
和
三
年
西
洋
画
科
を
卒

業
し
た
。
生
徒
た
ち
か
ら
は
彫
刻
家
に
は
珍
し
い
イ
ン
テ
リ
ゲ
ン
チ
ャ
で
話
の

わ
か
る
先
輩
と
目
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
指
導
が
六
月
二
十
八
日
か
ら
始
ま
り
、

反
対
派
の
気
持
ち
も
静
ま
り
か
け
た
が
、
奇
妙
な
こ
と
も
起
こ
っ
た
。
加
藤
の

出
講
日

に
石
井
教
授
が
先
に
来
て
、

も
口
を
き
か
な
い
。

じ
っ
と
坐
っ
て
い
る
。
生
徒
た
ち
は
一

言

や
が
て
加
藤
講
師
が
や
っ
て
来
た
が
、
石
井
が
黙
っ
て
座

先
生
も
お
聞
き
に
な
ら
れ
た
か
も
知
れ
ま
せ

ん
が
、
只
今
美
校
の
塑
造
部

ま
す
。

思
ひ
を
お
さ
せ
す
る
不
躾
け
を
お
許
し
下
さ
い
。
学
生
の
物
知
ら
ず
と
て
、

先
生
に
塑
造
部

一
同
揃
つ
て
、
突
然
こ
ん
な
お
手
紙
を
差
上
げ
、
煩
し
い

井
感
情
は
解
け
ず
、
夏
休
み
を
経
て
十
月
に
至
り
、
石
井
作
の
油
土
像
が
何
者

か
に
破
壊
さ
れ
る
と
い
う
前
代
未
聞
の
事
件
が
起
こ
っ
た
（
同
上
十
月
四
日
記

事
参
照
）
。

犯
人
は
不
明
だ
っ
た
が
、
こ
れ
も
石
井
排
斥
運
動
の
余
波
と
思
わ

れ
る
。

か
く
て
ま
た
年
を
越
え
、

二
十
二
年
三
月
二
十
五
日
、
予
科
、
本
科
の
及
落

発
表
が
あ
り
、
彫
刻
科
の
予
科
生
四
名
が
落
第
、
即
退
校
を
命
ぜ
ら
れ
た
。
反

対
派
は
こ
の
処
置
を
不
当
と
し
、
新
た
に
加
わ

っ
た
仲
間
た
ち
と
と
も
に
再
び

石
井
反
対
の
運
動
に
立
ち
上
が
っ
た
。
そ
の
際
に
お
け
る
注
目
す
べ
き
行
動

は
、
岩
手
県
稗
貫
郡
太
田
村
山
口

の
小
屋
に
隠
遁
し
て
い
た
高
村
光
太
郎
に
手

紙
を
出
し
た
こ
と
で
あ
る
。
光
太
郎
は
彼
ら
の
最
も
尊
敬
す
る
先
輩
で
あ
っ
た

か
ら
、
心
情
を
訴
え
、
意
見
を
聞
こ
う
と
し
た
の
で
あ

っ
た
。
先
ず
、
筆
の
立

つ
岩
田
氏
が
手
紙
を
書
く
役
を
引
受
け
、
幾
度
も
草
稿
（
岩
田
氏
の
も
と
に
二

種
類
現
存
す
る
）
を
書
き
、
五
月
九
日
、
出
来
た
文
章
に
反
対
派
生
徒
全
員
が

署
名
し、

そ
れ
を
岩
田
氏
が
速
達
で
投
函
し
た
。
そ
の
手
紙
は
今
も
光
太
郎
資

料
中
に
あ
り
、

コ
。ヒ
ー
そ
の
他
が
北
川
太

一
氏
よ
り
編
者
に
提
供
さ
れ
た
。
多

少
冗
長
な
嫌
い
も
あ
る
が
、
生
徒
た
ち
の
切
実
な
気
持
ち
が
込
め
ら
れ
た
好
資

料
な
の
で
、
現
行
漢
字
に
統
一
し
て
全
文
掲
載
す
る
。

時
候
の
御
挨
拶
な
ど
も
申
上
げ
ら
れ
ぬ
ま
4

に
直
接
本
題
に
入
ら
せ
て
頂
き
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し
石
井
先
生
や
私
に
反
対
の
者
が
多
く
な
っ
た
場
合
は
、
私
達
は
潔
く
旗
を

巻
い
て
去
る
」
と
、
私
逹
の
復
員
当
初
言
明
さ
れ
た
石
井
教
室
笹
村
助
教
授

の
言
に
も
拘
ら
ず
、
反
対
派
が
全
員
の
約
三
分
の
二
を
占
め
た
今
日
、
猶
依

然
と
し
て
石
井
教
室
は
存
在
し
、
さ
う
で
な
い
者
も
之
に
対
抗
し
て
、
美
校

塑
造
部
は
混
乱
を
来
し
て
居
り
ま
す
。
私
逹
は
そ
の
反
対
派
と
云
ふ
事
に
な

つ
て
ゐ
ま
す
か
ら
、
そ
の
お
つ
も
り
で
お
読
み
下
さ
い
ま
し
て
結
構
と
存
じ

石
井
先
生
の
全
面
的
な
御
性
格
に
つ
い
て
は
、
高
村
先
生
の
方
が
私
逹
学

生
な
ど
よ
り
、
色
々
な
面
か
ら
よ
く
御
存
知
の
事
と
思
ひ
ま
す
し
、
私
達
が

こ
4

で
、
先
輩
の
方
な
ど
か
ら
聞
き
知
っ
た
石
井
先
生
の
御
性
格
を
申
上
げ

る
事
は
、
煩
雑
で
も
あ
り
、
正
当
な
判
断
を
越
え
た
中
傷
に
な
る
怖
れ
も
あ

り
ま
す
の
で
、
此
処
で
は
単
に
石
井
先
生
が
私
達
の
復
員
後
、
私
達
に
対
し

て
お
取
り
に
な
っ
た
態
度
だ
け
を
申
し
上
げ
た
い
と
思
ひ
ま
す
。
そ
し
て
血

気
に
逸
り
勝
ち
な
若
い
者
で
も
、
そ
の
直
観
は
往
々
、
年
配
の
人
の
理
論
よ

り
、
純
粋
に
物
事
を
把
握
す
る
事
が
出
来
る
と
思
ひ
ま
す
の
で
、
そ
の
若
い

者
が
、
こ
ん
な
に
も
多
勢
、
誰
に
指
喉
さ
れ
た
の
で
も
な
く
、
石
井
先
生
を

厭
だ
と
思
っ
て
居
り
ま
す
の
に
は
、
何
か
そ
こ
に
理
由
の
あ
る
事
だ
と
思
っ

て
戴
き
た
く
存
じ
ま
す
。

き
で
、
而
も
そ
れ
を
石
井
先
生
に
指
摘
致
し
ま
す
と
、
生
徒
の
前
で
言
を
左

義
を
標
榜
さ
れ
、

て
、
の
め
／
＼
と
美
校
に
帰
つ
て
参
り
ま
し
た
当
時
は
、
石
井
先
生
は
国
粋
主

石
井
教
室
は
東
京
美
術
学
校
と
は
何
の
関
係
も
な
い
私
塾

右
に
託
さ
れ
る
事
で
す
。
現
に
私
達
が
戦
に
敗
れ
て
死
ぬ
べ
き
命
を
永
ら
へ

教
室
を
松
下
村
塾
に
擬
へ
ら
れ
ま
し
た
。
私
達
は
そ
の
当
時
、
方
向
を
失
っ

て
居
り
ま
し
た
の
で
、
石
井
教
室
の
教
育
法
が
も
っ
と
も
で
あ
る
と
思
ひ
、

自
分
達
の
甘
さ
か
ら
そ
の
教
育
法
に
耐
え
ら
れ
ぬ
様
で
は
恥
だ
と
思
っ
て
居

り
ま
し
た
が
、
段
々
自
分
と
云
ふ
も
の
が
回
復
し
て
来
る
に
つ
れ
て
石
井
教

室
の
空
気
を
不
自
然
な
も
の
に
感
じ
出
し
ま
し
た
。
例
へ
ば
石
井
教
室
で
は

行
動
の
自
由
は
ま
だ
し
も
思
想
的
な
自
由
を
も
束
縛
さ
れ
、
誇
張
で
も
何
で

も
な
く
、
石
井
先
生
は
太
陽
で
あ
り
、
神
の
如
き
人
で
あ
る
。
而
し
て
太
陽

は
唯
―
つ
で
あ
る
と
教
へ
ら
れ
ま
す
。

一
例
を
挙
げ
れ
ば
、
石
井
教
室
は
昨

年
度
の
予
科
に
対
し
て
、
次
の
様
な
教
育
法
を
採
つ
て
居
り
ま
す
。
先
づ
予

科
生
は
ど
の
教
室
に
も
属
さ
ず
、
本
科
進
級
の
際
教
室
選
択
の
自
由
が
与
ヘ

ら
れ
て
居
り
ま
す
の
に
、
学
年
末
に
至
っ
て
予
科
全
員
を
予
科
室
よ
り
石
井

教
室
に
半
強
制
的
に
移
動
さ
せ
、
精
神
状
態
を
見
る
と
称
し
て
、
軍
隊
の
修

捉
録
の
や
う
な
日
記
を
つ
け
さ
せ
て
之
に
よ
っ
て
採
点
し
、
石
井
教
室
に
反

対
の
意
見
を
持
つ
て
ゐ
る
主
だ
っ
た
四
人
の
生
徒
を
、
進
級
教
授
会
に
先
立

ち
予
科
全
員
の
前
で
精
神
状
態
が
悪
い
と
発
表
、
落
第
さ
せ
て
居
り
ま
す
。

御
存
知
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
予
科
の
落
第
は
即
退
校
と
な
り
ま
す
の
で
、
全

国
か
ら
唯
一
の
官
立
美
術
学
校
の
彫
刻
を
志
望
し
て
集
つ
て
来
た
も
の
で
も

石
井
教
室
に
反
対
す
る
者
は
彫
刻
が
出
来
な
い
事
に
な
っ
て
し
ま
ふ
の
で

は
、
私
達
も
黙
つ
て
ゐ
る
わ
け
に
は
参
り
ま
せ
ん
。
他
の
予
科
生
も
落
第
が

を
出
た
い
旨
、
猫
ら
し
て
来
る
者
が
数
名
居
り
ま
す
。
そ
の
話
に
よ
る
と
石

井
先
生
は
「
若
い
者
は
な
る
べ
く
本
を
読
ま
な
い
方
が
い
4

。
先
生
の
云
ふ

怖
さ
に
表
面
石
井
教
室
に
従
っ
て
居
り
ま
し
た
が
、
及
第
と
共
に
石
井
教
室

第
一
に
、
私
達
が
不
満
に
思
ひ
ま
し
た
の
は
、

ま
す
。

石
井
先
生
の
思
想
的
な
動

教
授
の
口
を
通
じ
て
云
は
れ
、

ス
パ
ル
タ
式
教
育
法
に
賛
意
を
表
し
、
石
井

て
「
石
井
先
生
に
習
ひ
た
く
な
い
者
は
美
校
へ
来
て
貰
つ
て
は
困
る
」
「
若

で
あ
り
、
精
神
錬
磨
の
道
場
で
あ
っ
て
彫
刻
を
教
へ
る
所
で
は
な
い
、
と
助
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つ
て
石
井
先
生
に
そ
の
事
を
指
摘
し
、
生
徒
の
思
想
方
面
迄
束
縛
す
る
の
は

事
だ
け
を
忠
実
に
受
け
取
っ
て
ゐ
れ
ば
い
4

」
と
云
は
れ
て
ゐ
る
さ
う
で
す

が
、
や
は
り
西
洋
文
化
を
否
定
さ
れ
る
石
井
先
生
の
教
育
法
よ
り
、

ヒ
ル
デ
プ
ラ
ン
ド
あ
た
り
の
彫
刻
理
論
を
勉
強
し
て
み
た
い
意
梱
を
洩
ら
し

て
居
り
ま
す
。
私
達
も
石
井
先
生
の
作
品
を
全
面
的
に
否
定
す
る
批
判
力
を

持
ち
ま
せ
ん
が
、
ギ
リ
シ
ャ
か
ら
ロ
ダ
ン
に
至
る
西
洋
彫
刻
の
本
道
か
ら
離

れ
た
小
さ
い
も
の
4

様
な
気
が
し
て
、
石
井
先
生
の
国
粋
主
義
に
ど
う
し
て

も
賛
成
出
来
ま
せ
ん
。
現
に
石
井
教
室
に
残
っ
て
ゐ
る
少
数
の
友
人
逹
の
作

品
を
見
ま
し
て
も
、
私
達
の
偏
見
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
変
に
痩
せ
こ
け

て
、
額
や
顕
骨
の
ヴ
ォ
リ
ュ
ー
ム
ば
か
り
を
極
端
に
誇
張
し
た
、
十
人
が
十

人
共
ま
る
で
同
じ
様
な
作
品
を
作
っ
て
居
り
ま
す
。
若
し
今
後
も
予
科
が
全

員
石
井
教
室
に
入
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
と
す
れ
ば
、
将
来
の
日
本
の
彫
刻
展
覧
会

〔耐〕

に
、
あ
の
様
な
小
石
井
的
作
品
ば
か
り
が
並
ぶ
だ
ら
う
と
思
ふ
と
寒
心
に
絶

え
ま
せ
ん
。
な
ほ
気
の
毒
な
の
は
石
井
教
室
に
憔
ら
な
く
な
っ
て
自
分
だ
け

飛
び
出
し
何
処
か
の
教
室
の

一
隅
で
作
り
始
め
た
人
達
の
作
品
は
、
そ
の
影

響
か
ら
逃
れ
よ
う
と
す
る
痛
々
し
い
努
力
の
為
、
私
逹
が
見
て
す
ら
之
が
彫

刻
か
と
疑
ひ
た
く
な
る
様
な
途
方
も
な
く
大
き
な
も
の
や
干
乾
び
て
い
ぢ
け

た
物
を
作
っ
て
居
る
事
で
す
。
私
達
は
決
し
て
自
惚
れ
て
こ
ん
な
事
を
云
ふ

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
所
か
私
達
も
石
井
先
生
か
ら
逃
れ
て
、

つ
い
て
行
け
る
先
生
が
な
い
の
で
模
索
し
て
居
り
ま
す
。
あ
が
い
て
居
り
ま

す
。
そ
し
て
僅
か
に
マ
イ
ョ
ー
ル
や
プ
ウ
ル
デ
ル
の
写
真
版
を
見
て
励
ま
さ

で
も
そ
れ
等
の
西
洋
の
大
彫
刻
家
か
ら
受
け
る
感
じ

れ
て
居
る
の
で
す
。

と
、
石
井
教
室
の
感
じ
と
が
違
っ
て
居
る
と
云
ふ
事
は
学
生
な
み
の
解
釈
で

は
あ
り
ま
す
が
、

西
洋
の

心
か
ら

は
つ
き
り
と
云
へ
る
と
思
ひ
ま
す
。
そ
こ
で
、
今
年
に
な

に
来
て
戴
け
る
も
の
と
思
っ
て
居
り
ま
し
た
の
で
す
が
、
後
か
ら
校
長
先
生

た
事
で
す
。
そ
の
時
は
何
も
知
ら
ず
に
、
皆
し
て
お
願
ひ
さ
へ
す
れ
ば
先
生

民
主
主
義
で
は
な
い
と
申
上
げ
た
と
こ
ろ
、
あ
れ
程
以
前
国
粋
主
義
を
云
々

し
て
居
ら
れ
た
の
に
、
「
さ
う
で
す
か
ね
え
、

石
井
教
室
は
戦
争
中
か
ら
民

主
主
義
だ
っ
た
筈
で
す
が
ね
え
」
と
答
へ
ら
れ
た
の
で
、
生
徒
が
憤
慨
し
た

り
口
惜
し
が
っ
た
り
し
て
居
り
ま
す
。
私
達
と
し
ま
し
て
も
、
学
生
は
学
生

な
り
の
人
道
主
義
が
か
っ
た
の
や
、
虚
無
主
義
を
気
取
っ
た

の
が
居
り
ま
す

が
、
之
は
自
分
で
苦
し
ん
で
次
の
段
階
へ
と
進
ん
で
行
く
べ
き
も
の
で
、
強

制
さ
れ
て
石
井
先
生
と
同
じ
傾
向
に
嵌
め
ら
れ
た
く
あ
り
ま
せ
ん
。
況
し
て

日
記
に
よ
っ
て
精
神
状
態
を
判
断
さ
れ
、
彫
刻
家
に
は
不
向
き
だ
と
烙
印
を

捺
さ
れ
た
く
あ
り
ま
せ
ん
。

第
二
に
私
逹
は
今
、
学
校
に
於
て
し
か
勉
強
出
来
ま
せ
ん
。
資
材
、
モ
デ

ル
、
住
居
等
の
関
係
か
ら
、
如
何
に
石
井
教
室
が
厭
だ
と
云
つ
て
も
、
学
校

を
と
び
出
し
て
し
ま
っ
た
ら
、
恐
ら
く
、
高
村
先
生
が
御
想
像
な
さ
る
よ
り

以
上
に
、
私
逹
の
行
く
所
は
見
当
ら
な
く
な
っ
て
し
ま
ひ
ま
す
。
そ
こ
で
ど

う
し
て
も
学
校
を
離
れ
た
く
な
い
の
で
、
木
彫
の
乎
櫛
教
室
の

一
部
を
割
い

て
貰
つ
て
塑
造
を
や
っ
て
居
り
ま
す
。
新
し
い
先
生
を
お

迎

へ
し
て
、
石

井
、
平
櫛
教
室
の
他
に
も
う

一
っ
教
室
を
作
っ
て
貰
ひ
た
い
の
で
す
が
、
学

校
当
局
の
方
で
、
予
算
と
か
人
員
と
か
の
関
係
で
許
可
し
て
く
れ
ま
せ
ん
。

が
何
時
か
校
長
先
生
に
陳
述
し
た
と
き
、
「
そ
こ
で
石
井
君
の
代
り
に
誰
に

来
て
貰
っ
た
ら
い
4

の
か
ね
」
と
云
は
れ
て
、
皆
が
高
村
先
生
と
お
答
へ
し

に
高
村
先
生
が
お
出
に
な
ら
な
い
旨
を
お
聞
き
し
、

又
石
井
先
生
か
ら
も

「
初
め
は
私
と
高
村
さ
ん
と
二
人
で
や
る
事
に
な
っ
て
ゐ
た
の
で
す
が
ね
、

—
此
処
で

―
つ
高
村
先
生
に
お
詫
び
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
は

、

私
達
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た
美
校
教
授
の
椅
子
に
飽
迄
未
練
を
残
し
て
居
ら
れ
る
ら
し
い
御
様
子
に

以
上
く
ど
／
＼
申
し
上
げ
ま
し
た
様
な
理
由
で
、
私
達
は
先
生
の
静
か
な

か
な
か
っ
た
為
、
も
う
五
年
生
で
あ
る
べ
き
で
す
が
、

高
村
さ
ん
が
来
な
い
と
云
ふ
の
で
、
私
だ
け
が
来
た
わ
け
で
す
」
と
聞
か
さ

私
達
も
も
う
先
生
に
来
て
戴
く
夢
は
諦
め
て
居
ま
す
。
ど
う
ぞ
失

礼

の

段
、
そ
し
て
幾
分
で
も
御
迷
惑
を
お
か
け
し
た
か
も
知
れ
な
い
所
は
お
許
し

下
さ
い
。
唯
困
る
の
は
、
私
達
は
勉
強
し
た
い
故
に
独
立
し
て
教
室
を
貰
つ

た
の
で
、
決
し
て
石
井
教
室
に
対
抗
す
る
つ
も
り
は
有
た
な
か
っ
た
の
で
す

が
、
石
井
先
生
は
私
達
を
「
策
動
者
」
と
呼
ば
れ
、
余
つ
て
ゐ
た
の
で
私
達

が
使
用
し
て
ゐ
た
教
室
を
石
井
教
室
に
属
し
て
ゐ
る
部
屋
だ
か
ら
と
云
つ
て

取
り
上
げ
ら
れ
た
り
、
私
達
の
地
位
が
不
安
定
な
の
で
、
予
科
生
の
こ
ち
ら

へ
来
た
が
つ
て
ゐ
る
連
中
迄
、
石
井
教
室
に
強
制
入
室
さ
せ
た
り
、
又
今
年

の
三
月
に
は
私
逹
の
う
ち
三
年
生
だ
っ
た
者
全
員
を
卒
業
さ
せ
て
し
ま
つ
て

く
れ
と
平
櫛
先
生
に
お
頼
み
に
な
っ
た
と
云
ふ
話
さ
へ
、
或
る
先
生
か
ら
洩

れ
て
居
る
事
で
す
。
私
逹
は
昔
の
方
々
の
様
に
卒
業
し
て
外
国
に
勉
強
に
行

く
と
云
ふ
夢
も
与
へ
ら
れ
て
居
り
ま
せ
ん
。
材
料
も
モ
デ
ル
も
学
校
を
離
れ

て
す
ぐ
入
手
す
る
事
は
困
難
で
す
。
研
究
科
さ
へ
今
年
の
九
月
で
廃
止
さ
れ

ま
す
。
そ
れ
な
の
に
実
技
の
実
力
と
云
へ
ば
、
軍
隊
生
活
の
空
白
の
為
、
昔

の
本
科
一
年
生
の
力
ほ
ど
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
石
井
教
室
に
残
っ
た
唯
一
人

の
最
上
級
生
（
他
は
皆
私
達
の
方
へ
来
て
し
ま
ひ
ま
し
た
）
は
、
軍
隊
へ
行

一
向
に
卒
業
の
気
配

も
な
く
、
私
達
だ
け
が
卒
業
に
脅
か
さ
れ
る
の
は
心
外
で
な
り
ま

せ

ん
。

又
、
石
井
先
生
が
こ
ん
な
に
迄
し
て
、
取
る
に
足
ら
な
い
私
達
学
生
分
際
と

争
は
れ
、
美
校
彫
刻
科
は
非
常
に
好
成
績
を
収
め
て
ゐ
る
と
文
部
省
に
手
紙

を
出
さ
れ
た
り
し
て

II
反
対
者
が
多
く
な
っ
た
時
は
潔
く
去
る
II

と
云
は
れ

れ
た
り
し
て
、
実
に
先
生
に
対
し
て
申
訳
な
い
事
を
し
た
と
思
ひ
ま
し
た
。

第
三
と
し
て
生
徒
の
身
分
で
あ
り
な
が
ら
、
自
分
達
の
校
長
先
生
を
批
判

す
る
の
を
お
許
し
下
さ
い
。
校
長
上
野
直
昭
先
生
は
人
格
者
で
、
実
に
い
4

方
で
あ
る
証
拠
に
は
、
否
定
好
き
な
私
達
若
い
者
共
で
さ
へ
校
長
先
生
を
悪

＜
云
ふ
者
は
居
り
ま
せ
ん
。
而
し
、
実
際
的
研
究
な
ど
で
こ
っ
／
＼
叩
き
上

げ
て
有
名
に
な
っ
た
方
で
な
く
、
安
倍
能
成
氏
等

一
群
の
学
者
の
方
々
と
ヒ

ュ
ー
マ
ニ
ス
チ
ッ
ク
な
交
友
関
係
を
持
続
さ
れ
て
今
日
に
至
っ
た
方
で
す
の

で
、
所
謂
学
者
肌
で
、
完
成
さ
れ
た
美
術
家
な
ど
を
深
く
諄
敬
さ
れ
る
傾
向

を
持
つ
て
居
ら
れ
ま
す
。
当
然
私
達
嘴
の
黄
色
い
学
生
達
の
云
ふ
事
よ
り
、

石
井
先
生
の
人
格
を
信
用
さ
れ
る
の
も
無
理
な
い
と
存
じ
ま
す
が
、

そ
の

為
、
石
井
先
生
の
云
は
れ
る
事
を
そ
の
ま
4
、
私
達
を
「
な
ま
け
者
」
と
見

て
お
出
の
御
様
子
が
見
え
ま
す
。
私
達
は
確
か
に
石
井
教
室
へ
行
き
た
が
り

ま
せ
ん
が
、
彫
刻
に
対
す
る
意
慾
に
か
け
て
は
石
井
教
室
で
優
等
生
と
見
倣

さ
れ
て
ゐ
る
人
達
に
絶
対
に
劣
ら
な
い
と
信
じ
ま
す
。
私
逹
の
数
年
先
翡
の

方
々
に
は
、
私
達
の
立
場
を
理
解
し
て
積
極
的
に
相
談
し
て
下
さ
り
、
校
長

先
生
に
お
会
ひ
し
た
り
し
て
下
さ
る
方
も
居
ら
れ
ま
す
が
、
校
長
先
生
か
ら

見
れ
ば
未
だ
若
く
、
そ
の
言
は
信
を
置
く
に
足
ら
ぬ
様
に
お
思
ひ
に
な
る
ば

か
り
か
、
悪
く
す
る
と
、
そ
の
方
達
が
反
対
に
私
共
を
煽
動
さ
れ
て
ゐ
る
様

に
お
と
り
に
な
ら
れ
て
も
仕
方
あ
り
ま
せ
ん
。
や
は
り
校
長
先
生
に
は
人
格

的
に
校
長
先
生
が
信
頼
さ
れ
得
る
、
完
成
さ
れ
た
大
家
の
方
か
ら
云
つ
て
頂

か
ね
ば
無
理
に
存
じ
ま
す
が
、

の
悩
み
を
若
い
者
の
心
に
な
っ
て
見
て
下
さ
る
方
が
な
く
、
私
共
は
途
方
に

暮
れ
て
ゐ
ま
す
。

さ
う
云
ふ
大
家
の
方
に
な
る
と
、
私
達
学
生

は
、
私
達
は
矛
盾
よ
り
先
に
何
か
不
純
な
も
の
す
ら
感
じ
さ
せ
ら
れ
ま
す
。
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村

井

真

大

橋

康

造

手

嶋

俯

内

田

英

也

中

野

蒋

本

科

野

瀧

崎川

良

康 利 覚

博宏彦雄造慎

御
勉
強
を
掻
き
乱
す
非
礼
を
も
顧
み
ず
に
御
相
談
申
上
げ
ま
し
た
。
猶
本
当

の
所
を
申
し
上
げ
て
し
ま
ひ
ま
す
と
、
私
達
一
同
、
高
村
先
生
か
ら
校
長
先

生
に
宛
て
4

「
石
井
君
は
教
育
者
に
は
不
向
き
だ
」
と
云
つ
て
頂
き
た
か
つ

た
の
で
す
。
さ
う
す
れ
ば
高
村
先
生
を
深
く
尊
敬
さ
れ
て
ゐ
る
校
長
先
生
の

事
故
、
信
じ
て
下
さ
る
と
思
っ
た
の
で
す
。
で
も
元
々
石
井
先
生
が
教
育
に

不
適
任
だ
と
思
っ
て
居
ら
れ
る
な
ら
兎
も
角
、
私
達
の
手
紙
ぐ
ら
ゐ
で
軽
々

し
く
さ
う
お
思
ひ
に
な
る
先
生
で
は
な
い
と
思
ひ
ま
す
の
で
、
若
し
そ
ん
な

人
を
誹
謗
す
る
様
な
事
は
出
来
な
い
と
仰
言
る
の
で
し
た
ら
失
礼
の
段
幾
重

に
も
お
詫
び
致
し
ま
す
。
そ
し
て
先
生
か
ら
、
私
逹
の
考
へ
が
間
違
っ
て
ゐ

る
な
ら
間
達
つ
て
ゐ
る
、
何
か
方
法
が
あ
れ
ば
ど
う
し
た
ら
よ
い
と
お
教
へ

下
さ
い
ま
し
た
ら
、
こ
の
上
な
く
幸
甚
に
存
じ
ま
す
。
先
生
の
御
時
間
を
お

邪
陵
し
ま
し
た
事
を
深
く
お
許
し
下
さ
い
。

光
太
郎
は
返
事
を
出
さ
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
ニ
ヵ
月
後
の
七
月
三
日
に
彫
刻

科
昭
和
十
二
年
卒
業
生
西
出
大
三
に
出
し
た
封
書
（
『高
村
光
太
郎
全
集
』
第
十
五

巻
。
昭
和
三
十
三
年
、
筑
摩
書
房
）
に
、
「
美
校
彫
刻
科
の
騒
ぎ
も
困
っ
た
も
の
で

す
が
、
他
か
ら
は
一
寸
語
を
挟
む
事
が
出
来
か
ね
ま
す
。
四
月
頃
で
し
た
か
、

彫
刻
科
生
徒
が
連
名
で
小
生
に
ま
で
其
の
事
に
つ
い
て
校
長
に
何
か
進
言
し
て

く
れ
と
い
ふ
や
う
な
こ
と
を
言
っ
て
ま
ゐ
り
ま
し
た
が
、
返
事
の
出
来
な
い
事

柄
が
含
ま
れ
て
ゐ
る
の
で
、
生
徒
さ
ん
に
は
氣
の
毒
で
し
た
が
、
返
事
せ
ず

に

今 吉

野

研

究

科

板建長

島

伊加

久

雄

祐

晶谷

田

丹 藤 村

興

造

高

元

尚

阿 小大福

崎井

正

典

坂

圭

岡 原

英粛

代雄

大

塚

佐
々
木

五
十
嵐

芳 日
出
雄

池土

田

春

亨夫
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ゐ
ま
し
た
。
事
情
は
ほ
ぽ
推
察
が
つ
く
の
で
す
が
、
や
は
り
生
徒
自
身
で
解
決

す
る
外
は
な
い
で
せ
う
。
し
か
し
、
小
生
は
青
年
が
好
き
で
す
。
青
年
の
ム
キ

な
氣
持
は
愛
す
べ
き
で
す
。」
と
記
し
て
い
る
こ
と
か
ら
分
か
る
。

な
お
、
翌

二
十
三
年
八
月
十
二
日
同
人
宛
て
の
は
が
き
に
は
「
先
日
石
井
鶴
三
氏
が
助
数

授
の
笹
村
草
家
人
氏
等
と
御

一
緒
に
来
訪
、
久
し
ぶ
り
に
鶴
三
氏
に
お
め
に
か

か
つ
て
楡
快
で
し
た
。
去
年
あ
た
り
彫
刻
科
の
生
徒
さ
ん
が
い
ろ
い
ろ
な
事
を

訴
へ
る
手
紙
を
よ
こ
し
ま
し
た
が
、
笹
村
氏
に
會
つ
て
、
そ
の
い
は
れ
が
よ
く

分
る
や
う
に
思
ひ
ま
し
た
。
今
で
は
も
う
彫
刻
科
も
落
ち
つ
い
て
ゐ
る
事
で
せ

う
。」
と
書
い
て
い
る
。
彼
は
生
徒
た
ち
に
同
情
的
だ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

反
対
派
生
徒
た
ち
は
、
こ
の
よ
う
に
光
太
郎
に
手
紙
を
出
す
一
方
、
世
の
注

意
を
喚
起
し
よ
う
と
試
み
た
。

す
な
わ
ち
五
月
十
日
の
新
入
生
歓
迎

会
の

席

上
、
彼
ら
は
石
井
教
室
反
対
の
宜
言
を
な
し
た
の
で
あ
る
。
新
聞
記
者
が

こ
こ

に
駆
け
つ
け
、
翌
日
の
新
聞
に
は
早
速
記
事
が
登
場
し
た
。
反
対
派
生
徒
の
父

親
で

G
H
Q
に
関
係
を
持
つ

一
画
家
が
乗
り
出
し
て
、
「
超
国
家
主
義
」
の

言

動
の
あ
る
笹
村
を
排
斥
す
べ
く
前
出
の
「
伝
心
録
」
を
提
出
さ
せ
た
の
も
こ
の

と
き
で
あ
る
。
彫
刻
科
は
正
に
混
乱
状
態
と
な
っ
た
。

前
々
か
ら
事
態
を
憂
慮
し
て
い
た
校
長
は
、
平
櫛
教
授
に
善
後
策
を
依
頼
し

て
い
た
の
だ
が
、
平
櫛
は
こ
の
十
日
に
校
長
室
を
訪
れ
て
、
石
井
に
「
お
と
な

し
い
女
房
役
」
を
も
う

一
人
持
た
せ
、
自
分
の
方
に
は
菊
池

一
雄
を
新
規
採
用

し
た
い
と
申
し
出
た
。
そ
の
た
め
、
校
長
は
十
三
日
、
石
井
お
よ
び
菅
原
安

男
、
西
本
順
ら
と
談
義
し
、
平
櫛
案
に
則
し
て
山
本
豊
市
、
菊
池
一
雄
の
両
名

し
て
、
直
ち
に
準
備
を
始
め
、

一
方
で
は
西
本
や
西
田
正
秋
が
生
徒
の
相
談
役

と
し
て
親
し
く
対
応
し
た
。
こ
う
し
た
措
置
が
と
ら
れ
た
結
果
、
左
記
の
岩
田

を
採
用
し
て
他
日
も
う

一
教
室
増
設
し
て
も
よ
い
と
い
う
決
定
を
下
し
た
。
そ

天
竜
峡
の
景
勝
地
に
建
つ
仙
峡
閣
は
純
和
風
の
風
情
盟
か
な
旅
館
で
あ
っ

⑫

天
竜
峡
に
分
校
設
立
計
画

氏
の
日
記
に
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、

二
十
二
日
に
は
漸
く
に
し
て
反
対
派
も
妥

協
す
る
に
至

っ
た
の
で
あ
っ
た
。

こ
の
辺
で
折
合
う
事
に

22
.
5
.
22

校
長
、
西
本
先
生
、
四
時
、
帝
室
博
物
館
食
堂
に
、
村
井、

小
坂
、
阿
井
、
中
野
、
野
崎
、
岩
田
を
呼
び
、
妥
協
案
提
示
。
す
な
わ
ち
、

平
櫛
教
室
に
新
制
作
の
菊
池
一
雄
氏
、
院
展
の
山
本
豊
市
氏
を
招
き
、
指
禅

を
仰
ぐ
。
行
く
行
く
は
石
井
教
室
と
対
等
の
教
室
と
す
る
。
但
し
、
菊
池
氏

は
京
都
の
絵
画
専
門
学
校
〔
現
京
都
芸
大
〕
の
教
授
を
引
き
受
け
た
ば
か
り

故
、
無
理
は
利
か
な
い
と
思
う
。

之
以
上
校
長
先
生
に
迷
惑
か
け
た
く
な
い
の
で
、

な
る
。
そ
れ
か
ら
校
長
先
生
と
雑
談
。
六
時
半
迄
゜

翌
二
十
三
日
、
生
徒
た
ち
十
五
、
六
名
は
連
れ
立
っ
て
東
北
沢
の
菊
池

一
雄

宅
を
訪
れ
、
早
期
着
任
を
懇
請
。
六
月
十
六
日
に
は
菊
池
、
山
本
両
者
に
講
師

の
辞
令
が
下
り
た
。
そ
の
後
、
笹
村
が
石
井
教
室
側
の
声
明
書
（
反
対
派
を
激

し
く
糾
弾
す
る
も
の
）
を
公
表
し
よ
う
と
し
た
た
め
、
生
徒
が
再
び
反
対
行
動

を
起
こ
し
そ
う
に
な
り
、
校
長
が
公
表
を
差
し
止
め
る
な
ど
の
こ
と
が
あ

っ
た

が
、
新
任
教
師
、
特
に
山
本
豊
市
が
親
切
に
指
導
に
あ
た
っ
た
こ
と
や
、
反
対

派
生
徒
の
多
く
が
卒
業
制
作
に
専
念
す
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
な
ど
に
よ
り
、

反
対
運
動
は
終
結
し
た
。

た
。
原
彰
一
著
「
仙
峡
閣
物
語
」
（
『
週
刊
い
い
だ
』
平
成
元
年
六
月
二
十
二
日
、
信
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